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１．当社の代表作品

右上： コットン楽富貴漆

左下： 自然
生木の状態で轆轤を挽き、自然の乾木 状態 轆轤を挽 、自然 乾
燥により、形を創っております。木の自
然な歪みを形にした漆器です。

右下： 大椀
漆のみを使用し木目の美しさを活か
したお椀です。

～ コットン楽富貴漆 ～
糸目挽き技法と拭き漆によっ
て創られた普段使いの漆器で
す。軽量で持ちやすく、傷がつ
きにくいことが特徴です。
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～ 大椀 ～～ 自然 ～



経営理念

山中の職人と共に国産の木材にこだわり、常に使い手への思いを込めた商品をお届けします。

２．当社の概要

当社の特長 当社のビジネスモデル

●使い手への思いを込めた使いやすい漆器
当社は、生活に溶け込むような柔らかくきれいな形で、使いやすい
普段使いの漆器を提供しております。当社はこのような漆器を企画
する際、お客様から日常使いたい漆器、使ってみたい漆器の意見を
伺い 企画しております この過程があるからこそ お客様にご満足

・材木
（国産）

・商品企画
・デザイン

当社での工程仕入

伺い、企画しております。この過程があるからこそ、お客様にご満足
頂き、販売の際には、その漆器の特徴や企画された背景を十分に伝
えることができると考えております。

●独創的で心躍る漆器を創る
当社は、独創的で興趣ある漆器を創りたいと考えております。これ
までも、木の自然な歪みをそのままにしたり、石川県内の新進気鋭
の若手デザイナー達と共同で商品開発を行う等、おもしろみや趣を
味わいながら漆器を創っております。創り手のこの思いが伝わり、お
客様も興趣を感じながら使用していただきたいと考えております。

（国産）
・レンズ等
の小物

デザイン
・製造管理
・販売

百貨店 小売店

販売

●山中の職人が国産の木材で製造している
当社は、山中の職人が国産の木材を用いて製造した漆器を提供し
ております。それを証明するため、約20年前から、お客様に使用木材
や各工程の担当者が記載された栞を商品に同封しております。これ
により、お客様に山中産であることを強く認識していただいておりま
す。また、業界の慣例上職人の名前は表に出でない傾向にあります
が、栞に名前が掲載されることにより職人の意識向上にも繋がって
いると考えております。なお、当社が提携している職人には、７名の
伝統工芸士がおります。

材料荒挽、仕上轆轤、指物、髹漆（きゅうしつ）
蒔絵・箔加工、箱・函

・百貨店 ・小売店
・専門店（ＯＥＭ）

外注

【代表者】 大島 豊樹
【住所】 石川県加賀市山中温泉東桂木町ヌ－２－１０
【業種】 山中漆器製造販売
【資本金】 １０ ０００千円

伝統工芸士がおります。
この栞があることにより、修繕の依頼先が容易にわかり、安心して
使用して頂いております。

企業概要 アクセス

明治３８年
昭和３５年
平成 ５年

大島豊吉が轆轤木地業として創業
大島東太郎が轆轤木地業をもとに漆器製造を開始
漆工房大島 株式会社大島東太郎商店に法人成
３代目（大島 豊樹）が代表取締役に就任

【資本金】 １０、０００千円
【従業員数】 ４名
【URL】 http://www.t-oshima.co.jp

沿革

平成２２年 県内在住デザイナーとのコラボプロジェクト
「Oproject」開始

TEL ： 0761-78-1635
FAX ： 0761-78-5592
E-Mail ： taro.o@t-oshima.co.jp
担当者 ： 大島 太郎

連絡先
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起源や歴史
隠れた（見えにくい）

技術
伝統工芸品

（表面に）現れた
技術

豊富な「加飾挽き」の技術
わずか3ミリの間に十数本の
細 線を挽く「千筋 や 木目

轆轤挽き物技術
山中漆器の技術の真骨
頂は 轆轤挽き す 轆轤

山中漆器の源流は、天正
年間(1570～1592)、大聖寺
川（だいしょうじがわ）沿いに

四百年の歴史で磨かれた
「轆轤挽き物」技術は、古典
的な味わいに新しい感覚が

３．伝統的工芸品産業の歴史や当社のこだわり

細い線を挽く「千筋」や、木目
の間が透けて見える「薄挽き」、
「稲穂筋」の文様が特徴的で
す。これらは、轆轤の巧みな
技を必要とします。

加賀蒔絵
蒔絵とは、漆器に漆を用いて
絵や文様を描き、金銀粉を蒔
いた後 さらに加工研磨するこ

頂は、轆轤挽きです。轆轤
技術の土台は、道具作り、
つまり鍛冶から自分で行う
ことです。それにより、自ら
イメージする多様な形状を
挽くことが可能となります。
また、山中の特徴の、きつ
過ぎず・ゆる過ぎず・気密
性もある絶妙な「なつめ」の
蓋加減すら可能とします。

川（だいしょうじがわ）沿いに
山中町から約20km上流の真
砂村（まなごむら）に、越前か
ら木地師が移住し、その挽き
物の技術が伝わった頃から
始まると言われております。
19世紀の前半には塗りの
技術や蒔絵の技術が入って
きました。
当初は山中温泉への湯治

的な味わいに新しい感覚が
調和した生活用品として親し
まれています。
産地としては、多数の木地
職人を有し、全国一の木地
産地としても有名です。

いた後、さらに加工研磨するこ
とをいいます。

江戸期に入って塗りの技術
が伝わるとともに、京都、金沢、
会津各産地の蒔絵師が伝え
た技法を積極的に導入発展さ
せることにより、高度で精緻な
加賀蒔絵の技術が伝承されて
おります。

蓋加減すら可能とします。

拭漆仕上げ
生漆を木地に摺りこみ、
余分な漆を拭き取り、一晩
乾かす作業を4～5日繰り
返します。薄い塗膜を付け
ていくことによって透明感
のある仕上がりになります。

湯
客を中心に販売しておりまし
たが、大正12年の温泉電軌
開通により商圏が全国に広
まりました。

当社のこだわり

自然（じねん）

「自然」は、生木の状態で轆轤を挽き、自然
乾燥により形創られ おります 木 生命

栞

Ｇマーク認定商品

の乾燥により形創られております。木の生命
力がそのまま形になっているため、同じもの
はありません。そのため、素直に木のぬくも
りが伝わってくる不思議な魅力があります。

総合的なデザインの推奨制度である栞
該当する項目に○を付けて、使用した材木や携
わった山中漆器職人がわかるようにしております。
これによって、お客様に山中産であることを強く認
識していただいております。
また、一部読みにくい旧字体を使用することによっ
て、多くのお客様に関心を持っていただきたいと考
えております。

当社ロゴマーク等

総合的なデザインの推奨制度である
「グッドデザイン賞（主催：公益財団法人日
本デザイン振興会）」を受賞したデザインに
は「Gマーク」をつけることが認められます。
当社には、Ｇマーク認定商品が13点ありま
す。（左図：欅壱ノ椀）。
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当社ロゴマ ク等

当社のロゴマークは、東大寺長老 清水公照師が執筆した
「書」を使用させていただいております。東大寺長老 清水公
照師は、山中温泉に来られる度に、当社で多くの作品創りを
楽しんでおられました。また、東大寺長老 清水公照師にＧ
マーク認定商品である「壱ノ椀」を命名していただきました。



当社は明治38年に大島豊吉によって創業されました。当時は
木地師として椀やお盆等の木地を挽いておりました。2代目であ
る東太郎は、山中漆器木地生産協同組合の立上げメンバーで

初代から3代目による土台構築 4代目による次のｽｯﾃﾌﾟに繋がる挑戦

後継者である太郎は、漆器問屋での就業経験があります。当時は商品開発の現
場や職人の製造風景を熟視し、創り手の漆器に込める思いをそばで感じておりまし
た。その経験や百貨店等との交流経験を活かし、現在では、末端のお客様に対して

当社のこだわりはなぜ形成されたの？（過去から現在の価値創造のストーリー）

４．当社が提供する価値とそれを支える知的資産

漆
あり、また、山中漆器研究所の初代所長でした。同研究所では、
様々な設備を導入し、轆轤等の技術を研究しておりました。東
太郎は、研究所の所長として財団法人ｸﾗﾌﾄ・ｾﾝﾀｰ・ｼﾞｬﾊﾟﾝと共
同で商品開発に取り組んだことをきっかけにﾒｰｶｰへの転身を
図りました。ﾒｰｶｰとして東太郎は、職人と真摯に付き合い、そ
の頃からの信頼関係が現在も続いております。
3代目である社長の豊樹は、2代目から漆器創りに重要な企画
やﾃﾞｻﾞｲﾝ等のﾉｳﾊｳを学び、財団法人石川県ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰや石
川県ｸﾗﾌﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ協会に参加する等してそれをさらに磨きました。
社長は、独創的で興趣ある漆器を創りたいと常日頃から考え
ておりました 例えば社長は 陶器で楽しまれている歪みを漆

直接、または店舗の販売員やﾊﾞｲﾔｰを通して漆器に込めた思いや特徴を伝えており
ます。
太郎は石川県に戻ってから、伝統的工芸品業界について学ぶため、また、興趣あ
る場で学ぶため、各種ｸﾞﾙｰﾌﾟに参画しました。例えば、北陸4県（福井県、石川県、
富山県、新潟県）の異業種連携によるものづくりｸﾞﾙｰﾌﾟ「越の国倶楽部」や「北陸先
端科学技術大学院大学（JAIST） 石川伝統工芸ｲﾉﾍﾞｰﾀｰ養成ﾕﾆｯﾄ 商品開発実践
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」に参加しております。また、平成20～22年には、財団法人石川県ﾃﾞｻﾞｲﾝｾ
ﾝﾀｰ主催「ﾃﾞｻﾞｲﾝ商品開発支援事業」において、石川県在住の若手ﾃﾞｻﾞｲﾅｰと商品
開発を経験しました。業界の考えに凝り固まる前であったため、太郎はしがらみなく
新しい風を纏うことができ、独創的で興趣ある漆器を創るようになりました。
JAISTのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ終了後には 輪島塗 加賀友禅 九谷焼 電子機器等の異業種ておりました。例えば社長は、陶器で楽しまれている歪みを漆

器に取り入れた「自然鉢」を開発しました。「自然鉢」は、木の生
命力が生み出す歪みを味わうことができます。
社長は、「できる可能性が1％でもあるなら、できないと言うべ
きではない」と考えております。そのため、当社はお客様の要望
に対してできる限り対応しております。その結果、どんな困難な
要望にでもできる限り実現させるﾉｳﾊｳを身に付けられたと考え
ております。

JAISTのﾌ ﾛｼ ｪｸﾄ終了後には、輪島塗、加賀友禅、九谷焼、電子機器等の異業種
で「石川の伝統工芸を愛でる会」を結成し、繋がりを継続しております。また、太郎は、
県内在住の若手ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ6人と「O project」を立ち上げ、ﾃｰﾏを「○○な時間」、ｺﾝｾﾌﾟ
ﾄを「ｶﾀﾁではなく、気持ちのﾃﾞｻﾞｲﾝ」として商品を開発しております。若手ﾃﾞｻﾞｲﾅｰと
議論することにより、斬新かつ理論的なﾃﾞｻﾞｲﾝについて学ぶことができます。その結
果、業界としては敬遠される傾向にあった独創的なﾃﾞｻﾞｲﾝの漆器を創ることに挑戦
できました。それに挑戦できた背景には、社長の困難な要望に対してできる限り実現
させるﾉｳﾊｳや、そのような心意気を太郎が抱くようになっていたことがあります。

当社のこだわりはどのような人や仕組みで支えられているの？

⑫販売員やﾊﾞｲ
ﾔｰに漆器の特徴
を伝えること

⑬使用木材と各

関係資産

構造資産

当社の企業風土等は、外部との関係
により、強化・活用されます。

⑤百貨店、小売店
専門店

①越の国倶楽部

②石川伝統工芸イノ
ベータ養成ユニット

③若手デザイナー ⑥山中漆器の職人

異業種の職人や若手
ﾃﾞｻﾞｲﾅｰとの活動を通
じて、斬新なｱｲﾃﾞｱを
創発しております。

⑩独創的で興趣あ
る漆器を創りたいと
考える企業風土

⑪使 やすさを追

④石川県立山中漆器
産業技術センター

⑬使用木材と各
工程の製造者が
わかる栞

⑭東大寺長老 清水公照師
に書いていただいた「書」

⑧実現可能性を高める
ノウハウ

人的資産

⑨漆器問屋での経験

企業に根付いた考え方や営業ﾂｰﾙ等を
創りだしたのは、社長と4代目のﾉｳﾊｳ
や思いがあったからこそです。

⑪使いやすさを追
求する企業風土

⑦テーブル・ウェア
フェスティバル

【提供する顧客価値】
使い手の要望を汲んだ独創的で興趣あるデザインで使いやすい普段使いの山中産漆器を提供します。

当社が提供する顧客価値は、ﾃｰﾌﾞﾙ・ｳｪｱﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙや百貨店等（⑤⑦）の場でお客様の使いやすさを追求しつつ（⑪）、独創的で興
趣ある漆器を創りたいと考え（⑩）、それが困難であっても実現させようとする力（⑧）、また、それを可能にする職人との関係性（⑥）
が土台となって創造されております。独創的で興趣ある漆器を創りたいという思い（⑩）を培ってきた背景は、社長と4代目で異なりま
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す。4代目は石川県に戻ってきてからの様々なｸﾞﾙｰﾌﾟへの参画をきっかけに形成しました（①②③）。特に、若手ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ達（③）と立
ち上げた「Oproject」を通じ、業界として敬遠する傾向にあったﾃﾞｻﾞｲﾝの漆器を創ることができました。独創的で興趣ある漆器は、職人
や山中漆器産業技術センターから学べる木材、漆、製造技術等の専門知識や専門技術によって実現可能となります（④⑥）。
当社は、この価値をお客様に直接、または、販売員やﾊﾞｲﾔｰを通じて伝えております（⑤⑨⑫）。使いやすさを求めて創っているから
こそ（⑪）、しっかりと伝えることができます。また、山中産であることを伝えるために、使用木材や製造者を記載した栞（⑬）を同封して
おります。なお、「漆工房 大島」は、東大寺長老 清水公照師に命名していただき、栞やﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等に使用している当社のﾛｺﾞﾏｰｸも、
東大寺長老 清水公照師が執筆した「書」を使用させていただいております（⑭）。



ものづくりには 技術力と企画力が必要不可欠であり この2つ

ものづくり企業として次の基盤づくり 若手デザイナーや異業種との連携の強化

太郎はこれまで 「O project」において 独創的で興趣ある商品

当社は常に進化します。（未来の価値創造のストーリー）

５．これからの挑戦

ものづくりには、技術力と企画力が必要不可欠であり、この2つ
のノウハウが商品力を左右します。当社は今後、兄弟2人が技
術と企画をそれぞれ担当し、次の時代を築きます。
社長の次男である治郎は、主に職人とのやり取りを中心しとし
た製造管理を担当しております。今後は、これまで培われた製
造の知識を活かして、太郎の企画を実現させてまいります。治
郎が持つ既存のノウハウで商品化が困難な問題が発生した場
合は、職人や石川県立山中漆器産業技術センターから専門知
識や専門技術を指導していただき、解決していきます。
企画力を高めるために情報収集や創発力を高めます。使い手

太郎はこれまで 「O project」において、独創的で興趣ある商品
を開発し、提供してきました。今後は今まで以上により多くの声を
聴き、自ら使いたくなる器、他の使い手を十分に満足させる器を
作ります。

「O project」のメンバーとは、多くの気付きの場を共有できます。
そのため、今後のものづくりには欠かせない存在です。このプロ
ジェクトの継続性を保つためにも、プロジェクトの活動がビジネス
として成り立つように取り組む必要があります。多様な場で得たお
客様の声や「O project」で開発した商品の使い手の声の両方を土
台として、より良いアイデアを創発することが可能と考えられます。

の要望を多く集めるため、ﾃｰﾌﾞﾙ・ｳｪｱﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙや山中漆器祭
だけでなく、多くの展示会等を通じてお客様の声に耳を傾け、使
い手が「使いたい」、「使ってみたい」と思う商品を企画します。ま
た、 「O project」や「石川の伝統工芸を愛でる会」が持つアイデ
アの創発力も活用いたします。
太郎と治郎が協働することにより、ものづくり企業としての力が
強化され、それにより、使い手の要望に応える商品をこれからも
提供できると考えております。

また「石川の伝統工芸を愛でる会」において、山中漆器の技術を
他業種に落とし込んだり、漆器では現実できないアイデアを他業
種で実現する等、これまで形成してきた異業種との関係を発展さ
せ、異業種と協働して独創的で興趣ある商品を創りたいとも考え
ております。

若手デザイナーや異業種との連携によって、これまでの固定概
念を打ち砕いた商品を開発し、その商品を使用した使い手の楽し
さが、次なる商品開発の礎になっていきます。

昭和52年 石川県加賀市山中温泉に生まれる。
平成12年 東京理科大学卒業。

東京にてSE（システムエンジニア）として従事。

６．～４代目からのメッセージ～

【他社（者）との連携】
来 が が 多 刺激 あ 築 事が

平成20年 株式会社大島東太郎商店に入社。もの造りを始める。
財団法人石川県デザインセンター選定商品に選定。
（平成20年度、平成22年度）

平成23年 Cook It Raw にて Albert Adria氏と器と料理のコラボをする。

山中に戻って来てからまだ日が浅いですが、これまでに多くの人と出会い刺激しあえる関係を築く事ができました。
今後も多くの人達との出会いを大切にし、弊社のみならず他社（者）に対してもよりよい影響を与え合える関係を築い
ていきたいです。
山中に戻る前は現在とは全く異なる業種（IT業界）にてさまざまな業界の仕組みなどを裏からみるという貴重な経験
もできました。そのような経験を基に、それぞれの角度から物事を見ていきたいです。

【商品開発について】
作り手の一方的な想いや考えだけでの商品開発をおこなうのではなく、消費者の目線にたって商品を作り提案して
いきたいと思います そして 従来とは違った商品提案をおこなう事により新しい文化・習慣の提案・定着ができれば
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いきたいと思います。そして、従来とは違った商品提案をおこなう事により新しい文化 習慣の提案 定着ができれば
と思っております。
技術・技法に関しても伝統に基づく商品開発をおこないながらも、新しい技術・技法を開発・発見しながら、その時
代その時代のニーズに合致した商品開発をおこなっていきます。自ら楽しんで商品を作ることができ、その商品を手
にする消費者も楽しんで使ってもらえるような商品を作っていきます。



中小企業診断士 佐々木経司

当社が提供する顧客価値を創造している根幹は、⑪お客様の使いやすさを追求する企業風土、
⑩独創的で興趣ある漆器を創りたいと考える企業風土、製造・技術面における⑥山中漆器の職人

７．作成支援士業コメント

⑩独創 興趣ある漆器を創り 考 る 業風 、製造 技術面 おける⑥ 中漆器 職
との関係の3つと考えられます。お客様のニーズを確認して、企画して、創る。独創的な漆器を可
能とする企画力とそれを創る技術集団を取りまとめ、更に技術に磨きをかける研究に率先して取り
組んでいることが、差別化要因の核となっております。自らの思いだけでなく、様々な現場に足を
運んでお客様のニーズを汲み取り、それに対して追求する企業風土があってこそ、この核は活か
されます。
4代目の太郎氏は、他の伝統工芸品業界や異業種の方々との連携を組みそこで活動することか
ら、当業界に入りました。山中漆器としての基礎を学びつつ、入り口段階で別の風も纏うことができ
た太郎氏が企画する漆器は独創的で かつ 使い手の使いやすさも十分に考慮した製品となって

行政書士 勝尾太一

大島東太郎商店が持つ知的資産の中で注目されるものとして「栞」を挙げることが出来ます こ

た太郎氏が企画する漆器は独創的で、かつ、使い手の使いやすさも十分に考慮した製品となって
おります。太郎氏が手掛けた漆器はまだまだ多くはありませんが、これから生み出されていく漆器
に期待を寄せたいです。

大島東太郎商店が持つ知的資産の中で注目されるものとして「栞」を挙げることが出来ます。こ
の栞（３ページ参照）の内容は、商品に用いられた木材の種類、使用方法、製作に携わった職人
の氏名などが記載された紙片です。しかしながら、この一枚の栞が、お客様と大島東太郎商店、
商品に関わる職人と大島東太郎商店とを結びつけ、更には現在と未来の大島東太郎商店を結び
つける重要な知的資産であると位置づけることができます。

本来、職人一覧や、職人がどの商品の製作に関与したのか等の事項は、社内での商品管理の
ために必要な情報であり、社外の一般のお客様、特に初めて大島東太郎商店の品を手にする方
が関心を持ち、興味の対象としにくい事項と考えられます。

か れを 般 お客様 表する とから生ずるギ プは お客様 「なぜ と う疑しかし、これを一般のお客様に公表することから生ずるギャップは、お客様の「なぜ？」という疑
問を生み、それが漠然とした「関心」へと変わり、さらにその関心は商品への興味へとつながり、や
がて大島東太郎商店への興味と広がりを見せることになります。この栞を製作して２０年以上を経
過し、これまでの栞の蓄積は知的資産として重要な価値を持ちます。今後、これらの知的資産を
意識し、積極的に活用されることを期待します。

弁理士 横井敏弘

株式会社大島東太郎商店（以下、当社）は、材料である国産木と、山中漆器の特徴でもある轆轤挽
きや加飾挽きの技術にこだわりながら、独創的で興趣あるデザインの漆器を提供してまいりました。
デザインを追及する姿勢は、当社の風土として根付いており、当社の強みを形成しております。この
強みは、当社オリジナル商品「じねん」やGマーク認定商品という形で結実しております。また、この
ような当社の風土は、ロゴマークを大切にする当社の思いと相まって、当社のユニークなブランドイ
メージを形作っているものと思われます。
このような当社の風土は、次の世代にも確実に受け継がれ、新たな挑戦が行われております。社
内での兄弟コラボレーション、外部とのコラボレーションなどを通じて、ますます力を蓄え、より多くの
お客様に喜んで頂ける作品を提供し続けていくものと確信しております。
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８．知的資産経営報告書とは

「知的資産」とは、従来のバランスシートに記載されている資産以外の無形の資産であり、企業に
おける競争力 源泉 ある人材 技術 技能 知的財産（特許 ブ ドなど） 組織力 経営理念

【意 義】

おける競争力の源泉である人材、技術、技能、知的財産（特許・ブランドなど）、組織力、経営理念、
顧客とネットワークなど、財務諸表には表れてこない、目に見えにくい経営資源、すなわち非財務情
報を、債権者、株主、顧客、従業員といったステークホルダー（利害関係者）に対し、「知的資産」を活
用した企業価値向上に向けた活動（価値創造戦略）として目に見える形で分かりやすく伝え、企業の
将来に関する認識の共有化を図ることを目的に作成する書類です。経済産業省から平成17年10月
に「知的資産経営の開示ガイドライン」が公表されており、本報告書は原則としてこれに準拠して作
成いたしております。

【注意事項】

本知的資産経営報告書に掲載しております将来の経営戦略及び事業計画並びに附帯する事業見
込みなどは、すべて現在入手可能な情報をもとに、弊社の判断にて記載しております。そのため、将込みなどは、す て現在入手可能な情報をもとに、弊社の判断にて記載しております。そのため、将
来に亘る弊社を取り巻く経営環境（内部環境及び外部環境）の変化によって、これらの記載する内容
などを変更する必要を生じることもあり、その際には、本報告書の内容が将来実施又は実現する内
容と異なる可能性もあります。よって、本報告書に記載した内容や数値などを、弊社が将来に亘って
保証するものではないことを、充分にご了承願います。

この知的資産経営報告書は、石川県が株式会社迅技術経営に委託した石川県民間提案型継続雇用創出事業「伝統的工芸品産業事業者の
魅力を伝える知的資産経営作成事業」により作成いたしました。
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